
無品㍗  
酢争㌍  
摘・モー  

豪
 
 

、
 
 
 

し
㌢
ト
ト
け
‥
 
 

躊
 
 

豊
 既番  塵や活動爵底ぬ常闇愈常盤憲  

二ニーニヰ・車㍉∵き≒■  三 …与ヤー   

畿市民参加の徹底  

0 助成の柵定の枠を、市民参加による公開の審査会で決定  

○ 応募団体はプレゼンテ血ションを行い、審査を受ける   

→市民に事業の内容を知ってもらい、共同募金に関わった   

実感をもってもらう機会  

藤一盲…く■．一斗堆嘲制  
＊ 審査委員会はおとな委員と子ども委員で構成  

＊ おとな委員：学識者、地元関係者  

＊ 子ども委員：地元小中学校の生徒  

（審査の流れ）  

プレゼンの様子  

おとな委員による最終審査  

→最終的な助成額決定  

類
査
 
 

応募団体による公開  

プ♭ゼンテ間ション  

こども委員によ  

る投票→開票  

おとな委員によ  

る投票→開幕  

醸募金‘ゆ活動の広がりを生む「循環」  

容 子だも委員をつとめた子どもが、助成審査を受けたプル  
℃7で、プの活動に興味をもちボランティアとして参加した  

容 子ども委員を務めた子どもたちで、赤い羽根応援団をつ  

≪り㌔ 募金活動を実施しでもらい、参画感を味わってもら  

った。  
10   

街頭募金の様子  



嵐覇監参観療  
・∴・ミ‥要き．・・∴、‾rii．㌧・▼‥．  

・と1  

＊共同募金について「■誰が助成決定しているのかよ≪わから窃㍍」という市民の声   

⇒共同募金が活用されている施設。団体等を「知っている」は15．5％（※）  

＊助成審査に市民の手を借りることはできないか？   
⇒共同募金ボランティア希望者のなかで「配分の審査ボランティアをやってみたい」と答えた市民は、7．5％（※）  

※出典：共同募金とボランティア活動に関する意識調査  

（第3次）《中央共同募金会平成IB年〉より  舗市町村「地主或配分金審査委員会」の設置  

㊥鮎募した助成申請について、支会として審査委員会をもち、助成決定を行う  
劉審査委員会～「市民の気持ちを代弁する」委員構成（地域の退職者など、市民の代表  
者としでも 幅広い人選をおこなう）  

㍉－、＼＼  〆  

ー・∴・ミ  
地主或のÅを巻護込む  

事業詔？  

地域社会に   

害ぼれる事業か？  

誰のために、   

何をする事業か？  

の「こ護った」  

・  
．．  聖弊  ／〆  

．．－† － 
か｛ 

申要員は配分のみでな≪、受配団体の掘り起こし、事業執行状況や事業のよ粗品い向よ  
のためのアドメ等イスを行う  

！、ミ   



ミ妄・＝重奉  

＊豊国共通配分テ酬苛の設定  

都道府県ごとの取り組みであったことからも必ず♭も全国的な統御感をも慧た  

運動とほ＄なっでこなかった   

瑚都道府県共同募金会がちそれぞれ実施主体として運動を展開するなかでの、社会的な課題に対す  

る協働配分のこころみ  

痛か』＼はね子どもの遊び場（昭和41年運動創設望0周年記念）  

瀬蘭模作業所（昭和62年運動創設40周年記念）  

彩安心正賓全のまちづくり支援（平成18年60周年記念）  
、、、－、－  

日中央共同募金会が主体となって行う全国キャンペーン   

全国一一斉の国民運動としての共通性、統一性を  
へ・－ン  

●地域固有で解決し得る課題については、市民の理解を促し、課題解決への  

●全国的、世界的に広くとりくむべき課題、普遍化すべき課題を把握し、重  
を定めてキャンペーンとして展開することで解決を図る  

、、、－、   



喜∴三j．長嶺喪  

⑳∈れ諾で写も 9割奮起孟る共同募金会の「重合◎分会」の事務局を担っで護た己と蜜  

積極的に評億  

○社会福祉協議会と緊密な連携を図り両者の機能を活かした活動を継続じ貰い≪  

躊社会福祉協議会と共同募金会との役割分担の明確ヰヒや両者の機能や組織の違いに3㍍  

○つ竃’も 市矧こ訝∋かりやすく伝ぇていく  

○地域福祉活動計画との連携   

～市町村社協のこ蜘ズ把握機能を生かし、市町村共同募金委員会の助成計画策定機能の強化と連  

携を図る。その際の連動を積極的に進める  

13   



線昏済落慶豪農奮起勝野樹社会  観協議会爵遵  ；・千手－…‥、、－；  
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嵐断線域渚勤 鞠  審翻  

妄三驚峨県冒南蒔き監察禰  

韻高齢脚器財癒した亀胡も地域福祉活動、地域福祉活動⑳基盤整備   
高齢化率25％起（地区によっては4割超）の日南市において、平成各年度から推進され■ぞきたも   

ふれあいのまちづ＜り事業の馴環として、小地主或の福祉援助ネットワ鵬ク化活動   

⇒日南市全土或で、「区福祉推進会（105区）」及び「地区福祉推進協議会申地区社会福祉協議会   

（7地区。以下「地区福祉推進協議会等」という。）」を整備（平成7年完備）  

襟組強健支援費金曜定着癖ネットワ糟夕資金としで、共同募金助成金を利用   
※区福祉推進会には、活動組織化・定着化支援資金として助成  

※地区福祉推進協議会等には、地区内のサロン事業費として助成  

＊日南帯の小地域福祉活動の連携園  

日南市社協  

地区内の各区福祉推進会からの福祉委員の代表も 地  

区の区長鋤民生委員児童委員の代表者などで構成さ  
れ、地区内の福祉状況の把握、地区福祉推進事業の  
調整などを市社協と共同して行う  

組
織
化
支
援
助
成
 
 

サ白ン活動費助成  活勒支援   

地区福祉推進協議会等宅7地区ラ  

区内の福祉票層巨民生児童要員、区長、高齢者クラブ   

…●■●や婦人会の代表などで構成され、区内の福祉状況の   把握や訪問活動、サロン活動等を実施  区福祉推進会（iO5区）  

15   



壕助成の効果及び今後  

悔、1¢5区申8ヲ区で「年末年始福祉事業」としてⅧÅ暮らし％高齢未婦、片親世帯恥入院申の   

住民などの要援護者に対する昼食会・安否確認などに助成   

（18年度助成で87区＋3小地域活動団休計1，3ヲ9，735円）  

埼平成環年度からの絶続助成で、か地域組織（ちょヨとしたことを頼める間柄）は、ほぼ観相㍍鷹  

叛灘磯憾   

ィwヲ地区す璃での地区福祉推進協議会等に対し、計1，冒5（〉，000円を助成、市内計56カ所でサロン  

事業を寮施  

i卓一，   



愚廉済募金爵饅割  

準備金制度の運用（現行）  

′√1…伽・【▼叩h・…Ⅳ」ヽ＼  

′＞  

、′、、√‾－Ⅶ…～ 「  ／‾  1′被災県が自撃  

穏立食で対応  
各県で3年應分穏漫  
く上限：嘉愈額め3鴨 ⑳地‡熱帯存立にかかわる災害時には、共同募金   

会はこれ蔑で以上に大きな役割を果たしてい  

∴  

㊧義援金募集と災害ボランティア活動支援とい   

う共同募金会の2つの役割を明確にし、関係   
者や市矧こ周知する必要がある  

「災審がなかった場合  
ブロワや等近熊最盛  

積立3年経過後、  

取り崩して県内配分  
被災県峯二拠出応採  

一一一′－ノー㌦’  
▲ ーJ一－－■一  

皿  

Jニ  

3◆被災県へ愛国が  

提 言  

●義援金募集の取り組み  

①被災県、他の都道府県共同募金会、中央  
共同募金会が連携し、迅速かつ円滑な募集  
事務のあり方について検討  

●災害ボランティア活動支援など災害等準  

備金の効果的活用  

主・災害等準備金の脚部を中央共同募金会に  

集約しておき拠出するし＜みを確立  

署ゝガイドラインや効果的活用事例集の作成  

熊蔑応漠 喝．  
＿押＿ト  

駐兵開幕金会による災害ボランティア活動支援選  

0阪神大震災を教訓に、都道府県単位で活動支援  

資金積立潜幸（1998年k県内対応）  

0被災県に射し全国から韓宜金を拠出・配分で馨る  

「災寄支援制度（準備金）jが法制度化（記000年更  

社会福祉法）  

0中越沖地震災害支援では、他県衆寡からの拠出も  

あわせ1億円の準備金を確保、第1次配分で約7芝00  
万円の配分。現在第2次配分の申請を受付中。  

且7   



■ ▲・、こ  ∴一宇 二・ミ ーニ≡・  さ‾三ざ∴星‾…∴；＿ニ言∴三言  ＿、  

地域優」毘  
琶朗事稟  

助成綺療3乳7£晩729円  

（対節軽度此3象萌j   

・防災リーダー研修  
＃防災・避敗訴練、講座  
・被災擬似体験  

・高齢者宅設備点検・整備  

・家具転倒防止  

・緊急時日用品箱配布  
付保存食配布  

》辱故防止、防犯一防災涛劾  

喜蓮書奉遷   

ボ予お予球筋  
1ヰ4草葉  

助成総額祝9糾，895円  
対前年慮比→32．俄）   

環災睾ボランティア研修  
・災書ポラニノティアネットワ剛ウ化   
－ボランティア保険  

防災臼親欝謝感激慮  
22さ車乗 

助成経額電晩機軋3錮閂  
（対前年慶比 ＋柑．9暫局）   

・災害ボランティア・  

＝巨州ディネ巾タⅦ研修  

・災害対応マニュアル作成  

k災審対策基盤整備  

b災音数採用備品整備  

p地域ネットワ岬ク化   

・マップ作成  

災裔等 

積立額   

準備金  

471．254，97一円   
対前年度比←0．9馬う  

・災害発生時の災審   
ボランティア活動支援   
のための積立資金  

甘災音救援活動訓練  

‖）災寄支授・親授活動を行うボランティア  

団体・グループ  

（2）市町村殴階琴で活勘拠点軍務所を   

設橙したボランティア団体・グ／トープ  

及び社会福祉施設  

（3）都道府県段階で災零ボランティアセン   

タ・－一及ひ都道府県社会福祉陥観念   

並びに日本赤十字社支部が中核と   

なり設匿した活動拠点事務所  

資金支  

y  

被災者救援活動   

i8   




